
朝霧メイプルファーム
丸山純

良質な牛乳と
高い生産力を生み出す
酪農経営に向けて



会社概要

朝霧メイプルファーム有限会社

創業1946年
本社 静岡県富士宮市根原
事業内容 生乳出荷 肉用子牛販売
飼養頭数 成牛450頭 子牛100頭
出荷乳量 ５０００t(2025年)
従業員数 20名



3クレド
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MISSON / VALUE / PURPOSE
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クレドとは？

会社および全スタッフのより所となる行動指針

経営理念とは？

目的、使命、社会的価値、ビジョンなど会社が
何のために存在しているのかを定義
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クレド・経営理念(抽象)

クレドとマニュアル

・牛に大声を出さない
・牛を走らせない

マニュアル(具体)

・牛乳は愛
・牛のためにならないルールは作らない
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クレド・経営理念(抽象)

経営理念と具体目標

・高乳量を目指す
・餌代を下げる
・疾病を減らす

目標(具体)

・地域で循環する農場になる
・チャレンジ精神ある農場！

・目標は状況によって変わる

・経営理念は不変
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クレドづくり ワークショップ

共通認識が
スタッフの主体性を高める



朝霧メイプルファームが大切にしていること



私たちの一番の願い

それは牛の健康

それが私たちの愛

たっぷりの栄養は成長を願う母牛の愛

牛乳以上に愛のある食品って他にない

牛本位でいこう

牛のためにならないルールは作らない

牛がつらい時最優先に助けよう

自分の一番大切な人に

安心して飲んでもらえる牛乳を作ろう



酪農ってつらい？

私たちは

牛のすべての仕事にかかかわることを楽しんでいます

成長力

組織力

ふたつの力が私たちをささえています



組織力

マニュアルが重要である

牧場のメンバー全員が、安全で迷いのない

ハイクオリティーな仕事をする

そんなかっこいい集団をまとめるのが

私たちのマニュアル



組織力

話し合おう

一方的に指図されるのは嫌

理由もなくルールが決まるのも嫌

後ろ向けなのも嫌

だからみんなで前向きに話し合おう



成長力

マニュアルは重要ではない

失敗したときは根本的な原因を追究する

ルールやマニュアルにとらわれず

やわらかい発想で改善し続ける

それが一番大事



成長力

実験精神を常に胸に

データに基づいた考察

先進的な試みの導入

酪農には、ワクワクする

無限の可能性が広がっている！



富士山の麓に広がる牧草地と牧場

その風景を私たちで作っていこう

私たちの明るい挨拶とお互いを気遣うマナーで、牧場を訪れた
全ての人をポジティブな気持ちに！

開拓で切り開かれた酪農地帯がこの先もずっと続くように

放棄される牧草地をなくそう

注目される牧場らしく社会のルールを守り

地域に愛される牧場になろう



2008-2009年：規模拡大の裏側

• 2008年：創業・法人化と急激な規模拡大

• 2009年：入社当時の現場状況

• 「設備」は整ったが「目的」が不在だった

• どう牛を飼うべきか、何が大切かの共通認識がない



理念なき現場で起きていたこと

• 価値観の共有がないことによる弊害

• 「牛を殴る」という現実

• 何のために牛を飼っているのか分からなかった



「牛乳は愛」 唯一無二の判断基準
• 理念とクレドの策定：迷いのない現場

• 酪農を続ける上で、一番大切なことは何か？への回答

• 技術以前の「文化」としての共有



判断のコンパス：搾乳時間の議論

• 提案：搾乳開始を1時間早めて人の睡眠を確保したい

• 懸念：牛のルーティンが崩れ、負担が増える

• 結論：「牛のためにならないルールは作らない」

社長の独断ではなく、理念によってスタッフが納得





理念を仕組みへ：独自の評価制度

「頑張る方向」が明確になり、評価に対する納得感が向上



評価項目を具体的に言語化して曖昧さをなくす
▼参考：メイプルファームのチェックリスト

カテゴリー STEP１・学習者 0 STEP2・実行者 0
STEP3・指導者・リーダー
手本となり指導ができる

0
STEP4・管理者・マネージャー
現場の管理改善ができる

0

0～49 50～100 101～150 151～

業務チェックリスト：項目達成率1～30％＝1　～６０％＝2　～９０％＝3　～１００％4

C棟 オカラ作成 治療削蹄 機能的削蹄

乾乳エサ 昼夜搾乳主任 子牛管理 繁殖主任管理

ビジネススキルチェックリスト

データ分析 データに意見をすることができる データの傾向を表現することができる データの傾向から対策を講じることができる データ分析によって業務改善を達成できる

提案 提案ができる 提案を実行できる 提案によって業務改善ができる スタッフの提案を引き出し、達成までのフォローができる

牛への愛 牛が困っていたら最優先に助けることができる 牛の健康について常に最優先で行動している 牛の疾病減少・体調改善に寄与している

乳質改善 綺麗な牛乳を搾ることを意識している キレイで高品質な生乳を搾るための提案ができる 乳質改善に対する実績がある 最高品質の乳質改善を主導し、維持ができる

ヒューマンスキルチェックリスト

礼儀・マナー 明るい返事挨拶ができる お礼・謝罪ができる 礼儀・マナーの指導ができる

規律 会社や社会のルールを理解している
ルールを守ることができる。

提出等の期限を守ることができる。
ルールの徹底、指導ができる

チームビルディング 自分の強み、弱みを理解している 相手の意見を尊重し、強みを引き出せる 個々の特性を理解し、リーダー業務ができる

中立・公平 公私混同せず、仕事内での関係性を重要視している
人によって対応を変えず、感情に左右されない論理的な行動を

心がけている
職場内の対立や意見の不一致を解決に導くことができる 格差や既得権益に偏らないよう、公平な環境構築に寄与している

Lv UP！ Lv UP！ Lv UP！
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先進的な取り組み
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ＡＩ×酪農
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ＡＩ×酪農
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ＡＩ×酪農
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ＡＩ×酪農
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ＡＩ×酪農
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ＡＩ×酪農
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ＡＩ×酪農 に必要なもの

・膨大な量の基礎データ
・データ化できない事象への観察眼
・「何をしたいか？」ゴールを想像し言語化する能力
・判断のための知識と経験
・問題を解決できる能力

・牛をより健康にしたいという愛情・情熱



33



34



35



36



37

主役のスタッフたち
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